
平成 29 年度 佐賀県教育センター 小・中・高等学校教育相談 

ポイント（高）-1  

２ 研究の実際 ＞ (２) 授業の実際 

ア 交流活動を進める際のポイント（高等学校）                                   

 主な活動（交流活動･･･    ）と授業スライド等 生徒の実態に即した活動のポイント 

 
  

 

 

  

 
「強み」について知る 

自分Webbing 

 

「強み」（ストレングス）という言葉に

対するイメージは、「勉強ができる」「優

しい」「足が速い」等、長所や特技と同

等に捉えていることが考えられます。 

→スライドを見ながら、「強み」の定義

を理解します。 

「
強
み
」
の
定
義 

「
強
み
」
を
理
解
す
る
ポ
イ
ン
ト 

ネガティブ（マイナス）だと思われるこ

とも自分の「強み」として捉えるという

発想は出にくいことが考えられます。 

→これから学習する「強み」が、単なる

長所や特技とは異なることを知り、

これからの学習内容への期待を高め

ます。 

自分の「強み」を自分自身で表現するこ

とに躊躇したり、自分には「強み」がな

いと考えたりする生徒がいることが考

えられます。 

→授業者の“好きなもの”や“苦手な

こと”を示した「自分Webbing」を

参考に、書きやすいところから始め

ることにより、活動に取り組みやす

くなります。 

「
自
分W

e
b
b
i
n
g

」」
の
記
入
例 

（
授
業
者
の
好
き
な
も
の
や
苦
手
な
こ
と
） 

友
達
と
自
分
の
「
強
み
」
見
付
け 

友達の「強み」は、自分の「強み」より

も見付けやすく書きやすいことが考え

られます。 

→友達の「自分 Webbing」を参考に友達

の「強み」を見付けて友達のワークシ

ートに書くと同時に、友達からも「強

み」を書いてもらうことにより、相互

承認の中で安心して自分の「強み」を

書くことができます。 
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 主な活動（交流活動･･･    ）と授業スライド等 生徒の実態に即した活動のポイント 

 
  

     

 

 

  

 

Step Up Webbing ～解決への一歩～ 

 

自分から先に自分の「強み」を友達に意

思表示することに躊躇したり抵抗を示

したりする生徒がいることが考えられ

ます。 

→まず、友達の「強み」にシールを貼る

活動を通して友達の「強み」について

考え、次に、友達から貼ってもらった

シールを参考にして自分の「強み」に

ついて考えることにより、安心して

活動に取り組むことができます。 

友
達
と
自
分
の
「
強
み
」
見
付
け 

自分の“苦手なこと”や “困っている

こと”に対して、自分の「強み」を生か

して解決するという発想は出にくいこ

とが考えられます。 

→スライドの説明を参考にして、“苦手

なこと”や“困っていること”を解決

するアイディアを考える視点を学習

します。 

自
分
の
「
強
み
」
を
生
か
す 

当事者として考えるよりも、第三者と

してアイディアを考える方が取り組み

やすいことが考えられます。 

→友達の“苦手なこと”や“困っている

こと”を解決するアイディアを、友

達の「強み」を参考にして考えること

で他者理解を深めます。 

② 

自
分
や
友
達
の
「
強
み
」
を
生
か
そ
う 

星☆いくつ 

「S
t
ep
 
U
p 
W
e
bb
i
n
g

」
の
記
入
例 

（
苦
手
な
こ
と
を
解
決
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
） 

ア
イ
デ
ィ
ア
や
ヒ
ン
ト
の
視
点 

友達がアイディアを考えてくれたこと

への感謝の気持ちや、友達にアイディ

アを提供できたことへの達成感を感じ

ることが考えられます。 

→友達から書いてもらったアイディア

を参考にし、自分の「強み」を生かし

た解決方法を考えさせることによ

り、実践意欲を高めます。 
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※３時間の学習で使用したワークシート等をファイルにとじ、「ストレングス・グッズ」として生徒に配付します。 

 主な活動（交流活動･･･    ）と授業スライド等 生徒の実態に即した活動のポイント 

 
    

 

 

  

 

③ 

自
分
や
友
達
の
「
強
み
」
を
生
か
し
て
い
こ
う 

 

これがあれば大丈夫！ 

自分の「強み」の具体的なイメージが持

てなかったり全体像が掴めなかったり

して、自分の「強み」に自信を持つこと

が難しい生徒がいると考えられます。 

→スライドや前時までのワークシート

等を見ながら、自分の「強み」を再確

認します。 

活
動
の
振
り
返
り 

友達が「強み」を書き加えてくれたこと

への感謝の気持ちと友達から承認を受

けたことへの安心感から、自信を持っ

て自分の「強み」を選ぶことができると

考えます。 

→友達から書き加えてもらった「強み」

を参考にし、自分の「強み」を選んだ

理由を考えさせることにより、実践

意欲を高めます。 

 

「
こ
れ
が
あ
れ
ば
大
丈
夫
！
」
の
記
入
例 

 

（
生
か
し
た
い
「
強
み
」
） 

Treasure Webbing ～「強み」の宝箱～ 

１、２時目で知った「強み」を関連付け

たり、新たな「強み」に気付いたりする

ためには、視覚的な手立てが有効だと

考えます。 

→１、２時目で知った自分の「強み」を

ウェビングで視覚化・整理すること

により、俯瞰的に自分の「強み」を再

確認することができます。 

友達の「強み」を書き加えるときに自分

の名前を書き添えることにより、友達

を思いやる気持ちや活動への意欲が高

まると考えます。 

→友達に「強み」のプレゼントを贈るこ

とへの喜びや達成感を感じると同時

に、友達から「強み」のプレゼントを

受け取ることにより友達への感謝の

気持ちを高めます。 

「T
r
e
as
u
r
e W

e
bb
i
n
g

」
の
記
入
例 

 

（
整
理
し
た
自
分
の
「
強
み
」
） 

「T
r
e
as
u
r
e W

e
bb
i
n
g

」
の
記
入
例 

 

（
友
達
が
書
き
加
え
た
「
強
み
」
） 


